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内

姓

奨

報

み

て

も
餘
あ
る

こ

ざ

で

あ
る

叉
凡
百
の

信
職
の

事
務
が

渠
の

時
間

の

大
部
分

を
殺
い

だ

の

は

科
學
の

爲
め

に

悲
む
べ

き
こ

ご

で
あ

る

實
際
一

方
に

於
て

渠
の

職
は

優
れ

た

も
の

で
モ

ラ

ヴ
井

ア

の
一

銀

行
に

頭
取
を

も
務
め

て

居
だ
の

で

あ
る

一

八
七
二

年

宗
敖
界
の

中

に
一

の

法

律
出
で

3
渠
は

全
く
そ

の

研

究
を
や
め

な
け
れ

ば

な
ら

ぬ

樣
に

な
つ

陀

そ
れ

は

増

税
の

親
定
で

あ
つ

て

プ

リ
ュ

ン

の

信
院

で

は

年
に

五

千
『

フ

ロ

リ

ン

』

を

支
拂
ふ
べ

し

ビ
い

ふ

こ

ε

で

あ

つ

た
。

剛
直
な

る
メ

ン

デ
ル

は

之

を
不

當
な

り
こ

な
し

て

死
に

至

る

迄
反

對
乙

た

が

歿

後
幾
も
な

く
し
て

此
の

規
定
は

他
の

偲
正

に

よ
つ

て

取
漕
さ

る

3
樣
に

な
つ

た
。

（

未

完
）

　

　

（

大
島
廣
）

●
蟻
に

現
は

る

ζ

奴
隷
制
度
の

起
源
　

（

承
前
）

斯
の

如
く
女
王
が

他
者
に

附

膸
む
て

生

活
す
る

時

期
は

、

其
獨
立

生
活
を

營
む
の

時
期
よ
り

も

遙
に

長
き

事
な
る

は

前
に

巳
に

余
の

迹
ぺ

た
る

處
な
る

が
、

此
の

如
き
の

故
に

退
化
せ

る

形

態
を

有
す

る

種
ル

の

形
式
を
生
す
る

に

至
る

な
b
、

即
ち

其
先
づ

成
長
せ
る

職

蟻
は

自
己
ビ

同
種
に

屬
す
る

幼
き

女
王

を
他
よ

り
取
り

て

育
つ

る

な
り
、

今
稍
や

是
を
説

明
せ

ん
に

は
、

讀
者
は

了

解
す
る

を

得
ん

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

0

蟻
科
の

數

多
の

種
類
が

、

各

其
肚
會
を
翁
す
や

、

其
瓧
會
内
に

は

若

干
の

女
王

存
在
す

、

實
に

蟻
の
一

瓧
會
内
に

は

生
殖

力
を
有
す
る

蟻
の
一

個
以
上

存
せ

ざ
る

事
殆

ご

無
き
が

如
む

、

而
’
し

て

斯
の

如

　
　
　
ト

き

瓧

會
を
作
れ

る

者
の

其
瓧

會
を

作
り

た
る

發
展
を

厨
究
せ

ぱ
、

次
に

蝎
ぐ
る

が

如
き

事
を
知
る

を
得
ぺ
・
し

、

即
ち

過
剰
の

若
干
の

女
王

は

瘤
め

其
瓧

會
を
建

設
せ

る
】

女
王
の

娘
蟻
な
る

か

或
は

自

己
ピ

同
一

種
に

屬
す
る

他
の

瓧
會
に

在
り

た

る

潜

を

取
 
て

育
て

セ
る

を
知
る

を

得
べ
・
し

、

此
の

故
に

斯
の

如
き

數
多
の

女

王
は

濠

だ

交
接
せ

ざ
る

者

な
る

か
、

或
は

親
の

集
内
に

め
塾
で

、

自
己
の

兄

弟
た

る

雄

蟻
に

よ
っ

て
、

受
胎
せ

る

者
な
る

か
、

或
は

職

蟻
に

捕
は

れ
て

、

其
結
婚
飛

翔
を

爲・
し

て

後

地
上
に

下
り

て

職

蟻
の

爲
め

に

其

集
内
に

浬
ば
れ
た
る

者
な

b
、

此
の

如
く

無
理
に

他
の

巣
内
に

入
れ

ら
れ
て

養
は

れ
だ

る

女
王
は

其
生
涯
を

見
れ
ば

、

其
獨
立
生

活

令
奪
却
せ

ら

奮
な
b
、

余
は

甞
て
一

雙
に

於
て

蟹
を

以
て

畢
に
】

女
王
の

羽

を
除
け
る

に
、

直
ち
に

其
獨
立
の

本
能
を

止
め

て
、

他
に

附

髓
す
る

の

本
能
を
發

展
せ

る

事
を
逋
べ

置
き
把

わ
、

是
ビ

同
咽

の

結
果
は

職

蟻
が

交
接
せ

ざ
る

女
王
の

犲

を
除
き

、

自
己
の

屬
す
る

巣
内

或
は

他
巣
よ
り
取
り

家
れ
る

女
王
の

授
精
せ
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ら
れ
た

る

許
b
の

者
の

羽

を
職
蟻
が

除
け
る

時
に

存
す

丶

斯
の

如

き

女
王

は

是
を

挟
籔
す
る

者
即

ち
職
蟻
の

數

多
に

圍
繞
せ

ら
る
ヌ

に

至
b
て

、

已
に

其
魁
曾
を
建
設
し

、

數
多
の

子
を

育
て

た
る

老

成

の

女
王
の

如
く
、

間
も
無

く
動
作
す
る

に

至

る

な

う
、

斯
の

如
く

他

者
の

爲
め

に

養
は
る

よ

も
差

支
な

く
、

叉
た

養
は

れ
ざ
る

も
獨

立

に

生
活
す
る

事
を
も

得
る

情
態
よ
む

6
て

、

自
己
と

同

種
の

醗

蟻

の

爲
め

に

絶
對
に

養
は

れ
ざ
る

べ

か

ら
ざ
る

情
態
に

至

る

は
、

僅

に

其
問
一

歩
に

過
ぎ

す
、

而
し
て

此
の

際
此
の

如
く

成
ち

得
る

塲

合
三
っ

を
考
ふ

る

を
得
べ
・
し
、

即

ち
、

第
一

に

女
王
は

自
己
ご

同
種

の

職

蟻
の

み
に

、

或
は

自
己
の

屬
す
る

瓧

會
内
の

職
蟻
の

み
に

助

け

ら

れ
て

、

勅
め

て

瓧
會
を
建

設
す
る

を
得
べ
・
し

、

此
の

情
態
は

蜜

蜂
匹

は

存
在
す
る

事
能
く
知

ら
れ

居
れ

ご

も
、

蟻
の

瓧
曾
に

は

存

在
せ

ざ
る

が

如
し

、

笥
二

に

女
王

は

自
己
の

屬
す
る

魅
會
或
は

他

の

瓧
會
の

職
蟻（
同

種
に

屬
す
る

）

に

よ
っ

て

養
は

れ
、

或
は

全

く
他

種
の

職

蟻
に

養
は

れ

ざ
る
べ

か

ら

す
、

瓧
會
を
獨
立
に

即
ち

他
者

に

助
け

ら
れ

す・
し

て

作
る

カ
を
失
へ

る

數
多
の

女
王

は

此
の

塲
合

に

屬
す

、

第
三
に

は

女
王
は

必
す
他
種
の

者
に

養
は
れ

ざ
る
ぺ

か

ら

す
、

此
れ
は

或
蟻
の

塲
合
に

存
せ

b
、

殊
に

職

蟻
の

階
級
を
失
へ

　
　

爵

外

彊

報

　
る

罪
常
に

寄
生
生
活
に

懸
め

る

種
類
に

存
せ

り
、

以

上

列
擧
の

三

　

樣
の

情
態
は

岡
種
の

者
に

女
王
が

寄
生
生
活

を
爲
す

情
態
よ

今
、

　

他
種
の

者
に

女
王
の

寄
生
す
る

情
態
に

至

る

種
々

の

移
ら

行
き
を

明
に

示
せ

る

な
参
、

後
者
即

ち

他
者
に

寄
生

す
る

事
は

普

逋
に

箕

　

義
の

寄
生
ご

考
へ

ら
る
弖

な
り
、

然
れ
ざ

も

前
者
即

ち

同
種
の

者

　
に

寄
生

す
る

塲
合
は

團
體
生

活
を
爲
す

生
物

或
は

獨
棲
生

活
を
甥

　

す
者
に

て
、

或
團
體
生
活
を
爲

す
一

時
期
の

み
に

發
生
す
る

者
な

　
れ

ざ

も
、

其
主

要
の

點
は

凡
て

寄
生
ざ

云
は

ざ
る

べ

か

ら

す
、

此
の

　

事
は

蟻
及
び

其
他
の

園

體
生
活
を
爲
す

昆
蟲
の

み
に

限
れ
る

に

ゐ

　

ら

す
、

人

類
の

杜

會
（

ト

ラ

ス

｝
、

惡
徒
の

群
、

宗
敖
團
醴
）

及
び

人

　

の

家
族
（

兩
親
の

老
衰
せ

る

時
）

に

も

是
に

類
似
の

事
存

在
せ

り
。

’
　

蟻
の

瓧
會
は

鎖
國
的
の

主
義
を
有’
し

、

决
し
て

異

分

子
の

入
る

を

　

許
さ

ず
、

故
に

見

知
ら
ざ
る

女
王

を

他
の

肚
會
よ
り

入
れ

來
ら

ん

　

に

は
、

假
命
同
種
の

者
に

て

も
、

職

蟻
大
に

是
に

反
封
す
る

を

邇
常

　

こ

す
、

而

む
て

他
種
の

瓧

會
よ
り

取
う

來
つ

て

瀁
は

ん

爲
め

捜
索

　

せ

る

際
に

は
、

職

蟻
は

他
の

蟻
の

大

反
對

に

勝
つ

を
普

通
ビ

す
、

　

然
れ
こ

も
斯
の

如
き

大
反
樹
に

勝
ち
て

他
者
よ
り
入

れ
て

養
ふ

に

　

至
る

に

は
、

少
く
ビ

も
三

樣
の

方
法
の

存
在
す
る

者
の

如
む
、

是

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

四
一
　
　

「

も

N 工工
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内

外

驚

報

等
の

方
法
は

即

ち
厨
結
的
生
活
な
る

寄
生
の

三

種
の

特
質
を
示

す

者
に

む
て

、

即
ち
次
の

如・
し

．
，

第
一

、

一

時
團
結・
し

て

寄
生
す
る

事
、

亜

米

利
加
に

産
す
る

「

7

オ

ル
．、、

ヵ
、

ヂ

フ

ィ

シ

リ

ス

、

」

の

變
種

「

コ

ン

ソ

シ

ア

ン

ス

」

に

就
て

余
（

ホ

マ
ラ

ー

氏
を

斥
す
）

9
初
め

て

觀

寧
し

た
る
一

生
活

法
に

余
の

命
名
せ

る

所
の

者
な
b
、

此
の

蟻
の

受

胎

6
陀
る

雌
は

、

補

助

を
受
け
ざ

る

團

結
を
爲
す
を
得
す
し
て

、

「

7
オ

ル

ミ

カ
、

シ

ヤ

ウ

ブ

ツ

シ

」

の

變
種
「

イ

ン

セ

ル

タ
」

に

入
h・
込
み

、

驚
く
べ

く

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

容
易
に

其
申

に

養
は
る

、

7
ン

セ

ル

こ
の

女
王
は

消
失
し

、

其

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

泊…
失
す
る

に

至

る

方
法
は

從
來
未
だ

知
ら
れ

す
、

而’
し

て

「

コ

ン

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ソ

シ

ァ

ン

ス

」

の

子
は「

イ
ン

セ

那

タ
」

の

職
蟻
に

養
は

れ
、

此
の

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

者
は

扶
掖
者
ビ

し
て

の

役
を

勤
め

て

後
は

漸
次
死

亡
し
、

純
粹
に

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

「

コ

ン

ソ

シ

ア

ン

ス

」

の

み

よ
り

成
る
一

秕

會
を
殘
し

、

漸
次
是

の

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

者
は

壇

大
し
て

、

獨
立
に

且
つ

攻
撃
的
態
度
を
取
つ

て

生
活
す
お

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

に

至
る

、

此
の

面
白

き
】

種
の

寄
生

法
は

亞

米
利

加
及
び

歐

羅
巴

に

産
す
る

「

フ

オ

〃

ミ

カ
、

セ

ク

メ

セ

ク

タ
」

及
び

9
オ

ル

ミ

カ
、

ル

こ

の

過
孚
（

其
の

凡

て

に

は

あ

ら
ざ
る

も
）

に

あ
り

て
、

η
ハ

「

ア

ヘ

ノ

ガ
ス

プ
ル

、

ク
ン

ネ

ツ

セ

エ

ン

シ

ス

」

（

「

ア

ヘ

ノ

ガ

ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
泗
ニ

テ

川
、

フ

ル

バ

L

に

寄
生

す
）

及
び
「

ボ

ス

リ

ォ

ミ

ォ

リ

ク

ス

ヘ

　
メ

リ

ヂ

オ

ナ

ソ
ス

」
（

「

タ

ピ

Z
マ

、

、
エ

ル

ラ

チ
グ

ム

」

に

寄
生
す
Y
に

あ

り
、

．

是
等
の

寄
生
種

類
の

雌
は

其
大
さ

頗
る

減
少
せ

b
（

「

フ

オ

ル
、、、

カ
、

ヂ

フ

・

シ

ヲ

ス
し

及

び
是

に

類
似
の

數
種
即

ち

「

7

オ

曜

ミ

カ
、

ダ

コ

ナ
ン

シ

ヌ

」
、

「

7
オ

ル

ミ

カ
、

ミ

ク

ロ

ギ

ナ
」

、

「

フ

オ

川

ミ

カ
、

イ

ン

ペ

ク

サ
」

、

「

フ

オ

オ

〃

ミ

カ
、

ネ

プ

チ

ク

ラ
」

、

「

7

オ
川

ミ

カ

、
‘
ス

エ

シ

カ
」

其
他
數
種
）

或
は

左

程
少
な
か

ら

ざ
る

も

兎
に

角
其

宿
圭
た
る

種．
類
の

女
王

よ

う
も

小
ε

な

れ
り
、

（

「

フ

オ

ル

ミ

カ
、

ト

μ

ン

シ

コ

ラ
」

、

「

フ

オ

ル

ミ

カ
、

ワ
ス

マ

ン

ニ

」
、

「

フ

オ

ル

ミ

カ
、

オ

レ

ア

ご
、「

、

フ

オ

ル

ミ

カ
、

シ

ソ

ア

タ
」

、

「

フ

オ

ル

ー、、

カ
、

ク

リ

ニ

タ
」

「

フ

オ

川

ミ

カ
、

プ

レ

ッ

シ

ラ

ブ

リ
ス

」

甘
六

他一

若
干

種
）

、

是
れ

即
ち
肥

滿
し
て

力
の

強

き

筋
肉
を

要
せ

ざ
る

爲

め
、

生
活
法
に

滴
雇
阻

せ

る

者
ご

云
ふ
べ

し
、

蓋
し

是
等
の

種
々

の

女
王
は

、

多
數
の

蟻
の

塲
合
に

於
け
る

が

如
く
、

職

蟻
こ

な
る

べ

き
子

を
育
つ

る

問
に

は

數
邇

問
、

時
に

數
ケ

月

間

餓
ゆ
る

事
無
け

れ
ば

な
り
、

近

頃
に

至

っ

て

引
氏
は

頻
る

有
盆

な
る

發

見
を

爲・
し

π

り
、

即
ち
「

ボ

ス

ジ

オ

ミ

戸

メ

ッ

ク

ス

」

の

女

王
は

「

タ

ビ

ノ

マ

」

の

巣
に

入

う
込
み
て

後
、

宿
圭
陀

る

種
の

首
を

載
b
、

獄
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て

己
れ

之
に

代
り

て

養
は

る

主

事
是
な

り
、

其
他
の

塲
合
に

あ
う

て

は
、

宿
圭
陀

る

種
の

女
王
の

清
失
す
る

事
は

未
だ

説
明
せ

ち

れ

す
、

「

フ

オ

川

ミ

カ
、

イ

ン

セ

川

タ
」

の

塲
合
に

あ
う

て

は
、

其
女

王
は

其
瓧
會
よ

り

排
斥
せ

ら
れ

、

或
は

自
己
の

屬
す
る

職
蟻
に

殺

さ

る
ζ

者
に

し

て
、

ア

ル

ゼ

リ

ア

産
の

「

モ

ノ

モ

リ

ゥ

ム

、

サ

ラ

モ

ニ

ス

」

が
「

ボ

イ

ー

レ

リ

エ

ラ
」

に

苦
め

ら
る

玄

塲
合
ε

同
じ

、

此
の

塲
合

は

爰
に

考
ふ
べ

き

者

な
う
、

「

コ

ン

ソ

シ

ア

ン

ス

」

の

團

體
生
活
内
の

寄
生
は

サ

ン

チ

氏
是
に

保
護
的

寄
生
（

チ

ュ

ー

ト

ラ

リ
、

パ

ラ

ジ

彳

ズ

ム

）

ご

名
け
陀

り
、

是
れ［，
コ

ン

ソ

シ

ァ

ン

ス

L

の

幼
着
は

是
に

寄
生
せ

る

女
王

よ
り

も
老

成
せ

る

職

蟻
に

育
て

ら
る

れ

ば
な
b

第
二

、

奴
隷

制
度

　
此
の

塲
合
は

余
が

醤
て

亜

米

利
加
産
の

「

フ

ォ

ル

ミ

カ
、

サ
ン

グ

イ

ネ

ァ
」

に

て

示
せ

る

如
く
、

此
の

種
の

蟻
は

「

フ

ォ

ル

ミ

カ
、

フ

ス

カ
し

或
は
「

フ

オ

ぞ・、
カ

、

シ

ヤ

ウ

フ

ッ

シ

」

群
の

或
變
種
に

屬
す

る
〕

猷

會
に

入
り

込
み

、

己
れ

を
攻
撃
す
る

職

蟻
を
殺・
し

、

或
は

飛
翔
せ

し
め

、

大
急
ぎ
に

其
職

蟻
陀

る
べ

き

幼

蟲

類
及
び

繭
を

目
己
の

所
有
ご

す
、

是
等
自
己
の

所
有
ご

せ

る

者

を
、

其
雉
は

其

孵

化

す

る

迄
守
護・
し

、

次
で

是
等
他
種
の

者
に

　
　
内

外

毳

報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

ジ
ツ

　

卷
か

れ
て

君
ご
・
し

て

惨

か

る

盈

な

り
、

然
れ
こ

も
自
己
の

子
を

　

養
ふ

を
得
て

、

間
も

無
く

期
の

如
き

者
も
現
は
る

よ

73
い

う
、

此．
の

　

如
き

寄
生

法
は

サ
ン

チ

氏
の

命
名
法
に

よ

れ

ば

幼
者

寄
生
（

「

プ
ユ

　

ー

ビ

ラ

ソ
、

パ

ラ

ジ

チ

ズ

ム

」
）

♂｝

云
ふ

、

蓋
し

扶．
掖
者
だ

る

べ

き

蟻

〜 
　

は

寄
生
せ

る

女
王
よ

り

も

幼
け

れ
ば

な
り
、

此
塲
合
に

於
て

宿
集

一一
　

の

種
に

屬
す
る

女
王
は

、

「

サ
ン

グ

ィ
．

矛

ア
」

の

女
王
の

爲
め

に

巣

　

内
に

入
り

込

ま
る

圭

や
、

飛
翔
す

る

者
の

如
し

、

「

ボ

ヲ

エ

μ

グ

　

ス

、

川

へ

・

セ

ン

ス

」

の

瓧

會
も

亦
前
ε

同
機
に

建
設
せ

ら
る

≧

　

者
の

如
し

、

然
れ

こ

も

此
の

種
の

女
王
に

就
て

充

分
の

觀
察
は

未

　

だ

存

在
せ

す
、

「

サ
ン

グ

イ

子

ア
」

を
見
て

明
な
る

如
く
、

是
の

如
き

　

種

類
の

女
王

は

他
物
を

攻
撃
す

、

創
ち

團

體
生
活

を
爲
し

て

寄
生

　

す
る

他
の

種
類
芒

著
し

く

異
に

し
て

、

即

ち
奴
隷
制
度
を
行
ふ

者

　

に

し
て

、

そ

は

更
に

其
職

蟻
を
見
れ

ば

特

有
の

情
態
に

あ
り
、

是

　

等
の

職
蟻
は

、

其
母

よ

b
其
本
能
を

受
け

繼
ぎ
て

、

宿
圭
把
る

種
の

　

棄
内
に

入
b
込
む

本
能
を

有・
し

、

其

入
う

込
み
セ
る

巣
の

幼
者
を

　

自
己
の

所
有
こ

す
、

然
れ
ざ

も

是
等
の

女
王

の

本

能
は

其
職

蟻
の

　

生
活
上
の

本
能・
し

親
密
に

關
係
し

、

即
ち

其
職
蟻
は

奴
隷
制
度
を

　

行
は

ざ
る

數

多
の

蟻
の

如
く

、

互
に

相
團
結
し
て

奪
掠
し
、

捕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

三
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融
外

彙

報

獲
せ

る

蛹
の

多

數

を

清
費
す

、

此
の

故
に
ダ

ー

ウ

ィ

ン

氏
及
び

ワ

ズ

マ

ン

氏
の

爲
せ

る

知
く
職

蟻
の

み

の

妍
究
に

よ
っ

て
、

奴
隷

制
度
を

研

究
せ

ん
ご

す
る

は

全
く

徒
事
に

屬
す
o

ワ

ズ

マ

ン

氏
及
び

ず
ン

チ

氏
の

信

す
る

處
に

よ

れ

ば
、

奴
隷
制
度

は
一

時
の

寄
生
生

活

よ
り

發
生
せ

る

者
の

如
む

、

然
れ

ざ
も

余
は

先
づ

此
の

説

を
提

供
む
た

れ
ご

も
、

此
の

説

を
捨
て

ざ
る

を
得
ざ

る

に

至
れ
b
、

ワ

ズ

マ

ン

氏
の

發
見
に

よ
れ
ば

、

「

フ
ォ

ル

ミ

カ
、

ト

声

ン

シ

コ

ラ
」

の

赴

會
に

、

其

大
體
に

於
て
「

フ

ナ

ル

ミ

カ
、

コ

ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ソ

シ

ア

ン

ス

」

に

似
て
一

時
寄
生
を

爲

す
者

な
b
ご

氏
は

思
へ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

が
、

此
の

者
は

集
内
に

「

フ

ス

ヵ
」

の

蛹
を

入

れ

そ

是
を
育
つ

芒
、

然
れ

こ

も
是
れ
は

奴
隷
制
度
に

は
あ

ら
す

、

氏
の

説
を

確
證
せ

ん
が

爲
に

は
、

「

ト

ル

ン

シ

コ

ラ
」

の

職

蟻
も

亦
「

フ

ス

カ

」

を
時

々

侵
略
し
て

其
幼
者
を

捕
獲
す
る

者
な
る

事
を
證
朋
せ

ざ
る

べ

か

ら
す

、

然
れ
ご

も
「

ト

ル

ン

シ

コ

ラ
」

は
「

コ

ン

ソ

シ

ア

ン

ス

」

の

爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
擧
動
ピ

同
一

な
る

畢

動
を
爲
す

事
を
知
ら

れ
た

る

の

み

に

て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
跡

是
れ
以

上
の

事
實
は

知

ら
れ

ざ
る

な
り
、

ず
ン

チ

氏
の

云
ふ

處
を

正
し
く

解
す
れ
ば

、

「

ず
ン

グ

イ

子

ア
」

の

赴
會
は

「

フ

ス

カ

」

の

瓧

會
を
攻
繋
し

、

「

ナ

ン

グ

イ

子

ア
」

の

女
王
は

先
づ

「

フ

ス

ヵ
」

を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬
鴎

て

自
己
の

僕
で」
・
し

、

奴
隷
を
作
ら
ん
が

爲
め

の

遉
征
は

期
の

如

き

を
奴

隷
こ

す
べ

き

瓧

會
の

盡

く
る

時
止

む
者

な
b
ビ
「

ナ
ン

チ
」

氏

は

考
ふ

る

者
の・
如・
し

、

此
の

説
は
「

テ

ン

グ

イ

ネ

ァ
」

の

古
き

瓧
會

は

往
々

奴
隷
無

く
、

全

く

他
の

瓧
會
を

交
へ

争
む
て
、

樹
「

コ

ン

ソ

シ

ア

ン

ス

」
、

「

ト

ル

ン

シ

コ

ラ
」

其
他
種
々

の

成
長・
し

た

る

者
の

戯

會
の

如
き

者

な
る

事
の

事
實
を
詭

明
す
る

者
の

如
6

、

然
れ

こ

も

歐

羅
巴
及
び

化
亜

米

利
加
に

あ

り

て

は
「

ナ
ン

グ

イ

子

ア
」

の

祗
會

は
二

種
以

上
の

異
な
れ
る

種
類
或
は

變
種
た
る

奴
隷
を

持
て

る

事

少
か

ら

ざ
る

の

事

實
を
見
れ
ば

、

前
説
は

頗
る

信
す
べ

か

ら
ざ
る

が

如

む
、

其
他
或

颪
會
は

異
な
る

時
に

異
な
る

種

類
た

る

奴
隷

を

有
す
る

を
得
べ

き

證
據
あ
り
、

敷
授
7
オ

レ

ル

氏
は

瑞
西
の
毛

ル

ゲ
ス

の

附
近
に

於
て

「

ボ

リ

エ

ル

グ

ス

」

の
一

瓧
會
を

余
に

示
せ

う
、

是
れ
は

千
九
百
四

年
に

は

只

75
「

フ

ォ

戸

ミ

カ

、

ル

ヒ

バ

〃

ビ

メ

」

の

み

を
有
し
陀

り

し
に

、

本
年
即

ち
（

千
九
百
七
年
）

は

只

「

フ

ォ

ル
、、、

カ
、

グ

レ

バ

リ

ァ
」

を

保
有
せ

う
ご

、

「

サ
ン

グ

イ

ネ
ア

」

の

古
き
瓧

會
疋

、

「

フ

オ

ル

ミ

カ
、

コ

ン

ソ

シ

ア

ン

ス

」

の

如
き
皿

時

寄
生
を
駕
す
團

體
の

老
成

せ
る

者
ε

の

聞
に

類
似
の

事
あ
る

は

全
く

異
な
れ
る

二

機
の

方
法
の

結
果

な
る

着
の

如
し

、

即

ち

£
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ソ

グ

イ

ネ

ア
L

に

あ

も
て

は
、

奴
隷
を

作
る

本
能
が

其
年

齡
の

老

ゆ

る

ご

共
に
沿…
へ

漕
失
す
る

に

よ
る

者
に

む
て

、

後
者
に

あ

う
て

は

余
の

已
に

云
へ

る

如
く

扶
掖
す
る

職

蟻
の

漸
次
滅
亡

す
る

に

よ

る

な

う

　
（

未

完
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

田

中
茂
穂
譯
）

蠻

蠶
剃

判

　い●
甲
殻

類
の

複
眼
の

再
生

　

メ

リ

ー
、

イ

ザ
ペ

ル
、

ス

チ

ー

り

女
史
は

ヤ

ド

カ

リ
、

ヱ

ビ

其

他
諸
種
の

甲

殻
類
に

就
て

、

複
眼
の
一

部
分

を

傷
け

或
は

片
方
又
は

兩
方
の

複
眼
を
切
b
去
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

ラ

て
、

其
再
生
を
驗・
し

把
bo

其
結

果

を
約
言
す
れ

ば
、

一

手

術
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

（

後
多
數
の

も
の

が

死

す
る

二

ざ

は

出
血
に

原
因
せ

ず・
し

て
、

紳
經

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

系

統
に

打
墨
を

與
ふ

る

が

爲
め

な
り
。

二

傷
口

の

癒
ゆ
る

際
に

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

，
f
丶、

先
づ

取
敢・
ス

す

下

皮
の

細

胞
ε

キ

チ

ン

質
こ

よ

り

成
れ
る

蓋
を
生

す
、

其
中
に

は

血
球
及
び

害
せ

ら
れ

セ
る

組
織
の

細
胞
を
も

含
め

　
　

　

う
〇

三

次
で

此

蘯
の

下
に

新
に
ク

チ

ク

ラ

を
生

す
、

之

れ
は

柄
部

　
　

く

の

ク

チ

ク

ラ

の

内

層
ご

接
績
せ

る

も
の

に

し

て
、

下

皮
が

憂

く

傷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

ラ

ロ

を
包

む
に

至
る

よ

b
も
以

前
に

出
來
上
る

も
の

な
も
〇

四

啻
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

（

害
せ

ら

れ
托

る

部

分
の

み

な

ら

す
、

其
附

近
の

部

分
も

亦
分

甥
吸

　
　

轟

外

誕

報

收
せ

ら
る

3
が

常
な
る

を
以

て
、

時
に

は
億
切

口

の

小
な
る

に

も

係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

ラロ

ら

す

眼
の

大
部
分

又
は

全
體
が

棄
卸
せ

ら
る

堊

こ

ご

あ

う
。

五

下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

（

皮
が

傷
口

を
被

包
し
初

む
る

頃
其
細
胞
は

直
接
勞
裂
に

よ
り
て

堆

數
し

、

新
複
眼
の

オ

ン

マ

チ

ヂ

ヤ

の

全
組
織
は

皆
此
細
胞
よ
り

作

　
　
　

　

ら
る
。

亠

ハ

綱
膜

細
胞
の

核
は

第
脚

に

舜

化

す
る

も
の

に

む

て
、

先

　
　
　

（

づ

下

皮
細
胞
の

核
が

表
面
に

季

行
に

芬

裂
む
て

生
じ
た

る

核
の

中

内
側
の

者
次
第
に

内
部
に

移
行
む
て

、

一

定
の

斯
に

て

至

り

更
に

表
面
に

垂
直
な

る

方
向
に

數

回

舜
裂
す

、

鳧
核
を
園
繞
せ

る

原

形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

ペ
ロ

ス

メ

ソ

か
メ

ヅ

ナ
レ

ン

質
内
部
に

向
つ

て

突
起
を
生
じ

、

此

突
起
延
び

て

墓

　

膜
　
を
貫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

き

眼

騨
經

節
に

逹
す
る

時
は

網

膜
が

出
來
上
る

な
り
。

七
次
ぎ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

ク

リ
ス

タ

リ
ソ

コ

し

ソ

下
皮
よ
b
分
れ
て

生

す

る

核
四

個
集
ま

り
て

結
晶
圜
錐

部
を
作

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
プ
ァ

ロ

ム

る
。

入

網
膜
細
胞
の

卦
泌
に

よ

り

て

桿

部
を

生
す

、

但・
し

奘

の

　
　

（

紡
錘

幾
を
取
る

は

オ

ン

マ

チ

ヂ
ヤ

の

他
の

組
織
が

出
摩

上
り

た
る

　
　
　
　

　

後
な
り
。

九
最

後
に

下
皮
よ
り

角
膜
を
作
る

、

但
し
之
れ

は

動
物

　
　
　
　

（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ノ

が
一

回
以

上
股

皮・
し

た

る

後
な

b
。

十

再
生
の

速
度
は

動
物
に

よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

り
て

種
々

な

う
、

ヤ

ド
ヵ

り

に

て

は
三

十

五
日

乃
至

四
十

五

日

を

　
　
　
　
　
　
　
　

　

要
し
て

出
來
上
る

、

＋一

元
の

複
眼
の

色
素
は

邏
常
永
く

所
々

に

散

　
　
　
　
　
　
　
　
（

在
・
し

て

殘
存
す
る

も
の

な
る

が
、

颪四
に

再
生
の

閥
に

色
素

塊
叉
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

玉

，

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

」


